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水稲の 冬季温室栽培に お ける温度条件が ， 出穂並び に

稔性に 及ぼす影響に つ い て の 品種間差異
＊

西　 山

（ブL　Y・1°1

寿 。 岡　 田　正 　憲

農　業　試　験　場）

　世代促進 に よ る水稲育種法 は ， 初期世代 を温室周年栽

培 とい う特 殊な環境条件下 で 養成す る た め に，集団の 遺

伝子 の 発現頻度に変化 を生 じない よ う周到 な 栽培管理 を

必要 とす る。特 に 冬季 は 1ヨ長，日射量 の 制限および最高

気温 の 低下 な どの 条件下 で 生育す る の で ， 生 理機能 の 低

下 に よ る冷害 と思 わ れ る不稔が発生 し易い こ とが 問題 点

と し て 指摘 され てい る。最低気湍 は 普通 栽培 の 稲の 不稔

に 影響 を及 ぼ す 限 界温 度 で ある 17℃ よ り高い 温度を必要

と し，
20〜23℃程度で は 若干 の 品種 に つ い て 不稔の 発生

程度 の 差異が 顕蓍に表われ る こ とが 認 め られ てい る 。 品

種の 耐冷性 に つ い て は 寒地品種 は 十分検討 さ れ て い る

が，暖地品種 は未検定の もの が 多い の で ジ 暖 地 主要品種

の 温 度 条件 に 対す る 出穂並びに稔性 に お よぼ す影響を検

討す る と と もに ， 冬季温 室 栽培 の 適正 温度を検索した。

材　 料　 と　 方　 法

　 供試品種 は 耐冷性 の 指標 と して九 州で 栽培 され て い る

寒 地 6 品種 と，九 州早生種 13，中晩生種13，九 州以外21

の 暖地 47晶種を供試 した。温 度条件 は 最低気温 25土 1℃

の 高温区 と21」・ 1DCの 低温 区を設けた 。 昭和40年 1 月2／

日催 芽 種子 を 5 千分 の 1a ポ ッ トに 播種 し，2 月 2 日 よ

り処理 を開始 した。両区 と もに 1 品種 ／ポ ッ ト，4 株栽

植し， 1 ポ ッ ト当 り三 要素成分量 0．29 を全 量基肥 と し

’
て 施用 した 。

試 験 結 果 お よ び 考 察

　高温 お よ び低温 区 と もに 概ね 目標温 度を保つ こ とが 出

来た 。 最高気温 の 口変化は 大きく高低差 は 10℃ あ り，ま

た 臼然 日艮は 11時閥30分〜13時巨翁3D分の 短 日条件下 で 試

験が 行 な わ れ た。

　1 ）出穂 に 関す る 成績　高温区 に おける 供試品種の 主

稈出穂 日数 は 41〜63日に お 」：ぶ が ， 暖地品種 は41〜51 日，

出穂迄積算湍度ば1100〜1400℃ で ，寒地 品種は コ シ ヒ カ

リ以外は60日前後の 出穂 日数で あ っ た 。 高温短 口条件下

で 生育す る た め 出 穂 の 早晩 は 基本栄養生艮性程度の 大小

に よ る もの と思 わ れ る が，両者 の 出穂 目数 の 差 が 大 きい

；：：
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第 1 図　 高温区に お け る 主桿 の 出穂 日数 と 葉数
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こ とは集 団養成 の 過程 に お け る選抜の 可能性iが あ る と 考

え られ る。主 稈葉数 は最小 Z5 ，最 大 10葉で ，出穂 凵 数

と の 相関は高 い （第 1 図）。

　世代促進栽培は 1 世代の 生 育期間を ユ00R 以内 と して

い る が，最低気温 を25 上 1 ℃ とす れ ば 本邦品種 は 冬季で

も， 結実 Fi数を40口 と して も十分生育を完了 させ る こ と

が 出来 る 。
21士 1℃ の 低淵 区 で は ，全晶種 と もに 主稈葉

数の 増加 と出葉速度 の 低下 に よ っ て 出穂 は遅 延 し， 生 育

日数は 100〜 120日程度 と な る が； 遅 延の 程度 に 品種間差

異 が み られ，暖地品種 は指標 の 寒地品種に くら べ 遅延 日

数大の もの が 多い （第 1表，第 2 図）。

　 2）稔性に関す る成績　品種の 平均出穂日 と不稔の 発

生程度をみ る と，高温区 で は 農林37号，申生新千本 ， キ

ン パ ， ミホ ニ シ キ，新山吹な どの 品種 q不 稔 歩 合 は35〜
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55％ で あ る が，多 くの 品種 は 3G％以内で ある。最低気温

25 ± 1℃ の 温 度条件 で不 稔多発 に よ る 集団の 遺伝的偏向

は概ね避けら れ る と患 わ れ る が，前記品種 の やや劣 る稔

性を向上 させ る た め に は，さら に 高温 条件 の 検討 が 必 要

で あろ う。低温区で は出穂 は遅延 し不稔歩合も増加 し，

か つ 品種間兼異 も20〜90％ と拡大 さ れ た。寒地品種の 不

稔歩合 の 増加程度 は 少 ない が，暖地 品種は指標の 寒地品

種 に くらべ 耐冷性は 明 らか に 劣 る もの が 多 く，品種間差

異 は 30〜 90％ と顕著で あ る。概 して 九 州中晩生種は 他の

暖地 品種 に くらべ やや 低い が ，出穂安全限界期 に 近 い 条

件下 で 年 々 出穂す るの で ，無意識的な 淘汰が な され た た

め と思 わ れ る （第 2 図）。

　不稔歩合の 高温 区 と低IF，区の 相関 は 低い が，両区 と も

に 不稔歩合の 高 い 品種 は キ ン パ ，中 生 新 千 本，農 林 37

号 　ミホ ニ シ キで ， 高温区 で 低 く低温区で 70％ 以一F．を示

す もの は ，金南風 サ チ ミ ド リ，ヤ マ ピ コ ，シ ラ ヌ イ，
ク ジ ュウ，黄 金 錦 ，

コ ト ミノ リ，農林22号 ， ク サ ブ エ な
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第 2 図　 1株平均出穂 日 と 不稔歩合
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どで ある。指標 と し た寒地 の フ ジ ミ ノ リ，ホ ウ ネ ン ワ セ

な ど 6 品種 は 両区 と もに 不 稔歩合 は低 い が，暖地品種 の

タ チ カ ラ，偽原 糯 も低い こ とは 注 目 され る e
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　3 ）供試晶種 の 耐冷性程度　耐冷姓程度が 判明 して い

る寒地品種お よ び
一

部の 暖地品種 を指標 と して ，供試品

種を低温区の 不稔歩合及び出穂遅延 日数に よ っ て耐冷性

の 分 類 を 行 な っ た。

　九 州晩生 種 の タ チ カ ラ お よび愛知県山問部向 の 鈴原糯

が，障害 型 冷害 に は ホ ウネ ン ワ セ 程度 の 中位 の 低抗性 を

もつ 。ま た ヤ エ ホ ，タ カ チ ホ，ホ ウ ヨ ク，シ モ ツ キ ， 瑞

豊，ニ キ サ カ エ が 寒地品種 に は劣 る が暖地品種 の 中で は

比較的強 い 。九 州で 栽培 され て い る 早生 品種 の 中に は 障

害型，遅延型冷害 と もに 弱い ク ジ ュ ウ，黄金錦，ヤ マ ピ

コ ，サ チ ミ ドリ，金南風 な どが あ る の で，品種選定お よ

び栽培法 に 十分な注意が 必要 で あ る 。

　　　　　　　む　　　す　　　び

　 1）水稲匿代促進育種に お い て暖地 品種を交配材料 と

した場合， 1月下旬播種 の 温室栽培 で は ， 最低気温 を25

± 1℃ 以上を保つ と不稔 あ る い は生 育 遅 延 に よ る障害は

除か れ、る 。

　2 ） 冬季温 室 栽培 で は温 度条件 に よ っ て は 耐冷性の 品

種聞差異が拡大 され て 発現す るの で ，育種日標 に よ り集

団養成中 に お ける 耐冷性弱燗体 の 淘 汰 とい う能 率的 な世

代促進方法 の 可能性がある 。

　 3） 暖地 品種 の 耐冷性 は概 して 劣 るが ，や や 強い 品種

もあ る こ とが 判明 し，ま た 九 州で 栽培 され て い る早生種

に は 耐冷性弱 の 品種が 多い の で，品種選 定お よ び栽培法

に つ い て 十分 な注 意 を要 す る と と もに，耐 冷性 強 品種 の

育成が 急務で あ る 。
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